
 

 

 
2025年５月８日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 テ ィ ー ケ ー ピ ー 

代表者名 代表取締役社長  河 野 貴 輝 

(コード番号：3479 東証グロース) 

 問合せ先 取締役ＣＦＯ   中 村 幸 司 

( T E L .  0 3 － 5 2 2 7 － 7 3 2 1 ) 

 

（訂正・数値データ訂正） 

「2025年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の一部訂正について 
 

2025年４月 14日に開示しました「2025年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の記載内容に一部訂正があ

りましたので、以下の通り、お知らせいたします。 

また、数値データにも訂正がありましたので訂正後の数値データも送信いたします。 

 

１．訂正理由 

「2025年２月期決算短信〔日本基準〕（連結）」の提出後、連結貸借対照表の資産の部、流動資産の内

訳である「仕掛販売用不動産」の金額の一部に「販売用不動産」が含まれている事が判明しましたの

で、訂正いたします。 

なお、連結損益計算書の内容、連結貸借対照表の、資産の合計額に変更はございません。 

 

２．訂正箇所（訂正箇所に下線を付して表示しております。） 

 ４ページ「１．経営成績等の概況（２）当期の財政状態の概況 資産、負債及び純資産の状況」 

 

（訂正前） 

（流動資産） 

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ 2,161百万円減少し、35,274百万

円となりました。主な要因は、現金及び預金の減少が 17,540百万円あった一方で、受取手形、売掛金

及び契約資産の増加が 6,637百万円、商品の増加が 3,120百万円、電子記録債権の増加が 2,085百万

円、仕掛販売用不動産の増加が 1,007百万円あったことによるものであります。 

 

（訂正後） 

（流動資産） 

当連結会計年度末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ 2,161百万円減少し、35,274百万

円となりました。主な要因は、現金及び預金の減少が 17,540百万円あった一方で、受取手形、売掛金

及び契約資産の増加が 6,637百万円、商品の増加が 3,120百万円、電子記録債権の増加が 2,085百万

円、販売用不動産の増加が 552百万円、仕掛販売用不動産の増加が 454百万円あったことによるもので

あります。  
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 ６ページ「３．連結財務諸表及び主な注記（１）連結貸借対照表」 

 

（訂正前） 

（１）連結貸借対照表 

  （単位：百万円） 

 前連結会計年度 
（2024年２月 29日） 

当連結会計年度 
（2025年２月 28日） 

資産の部   
流動資産   

現金及び預金 32,069 14,528 
受取手形、売掛金及び契約資産 3,915 10,553 
電子記録債権 － 2,085 
商品 － 3,120 
仕掛販売用不動産 － 1,007 
その他 1,486 4,003 
貸倒引当金 △35 △23 

流動資産合計 37,436 35,274 

 

（訂正後） 

（１）連結貸借対照表 

  （単位：百万円） 

 前連結会計年度 
（2024年２月 29日） 

当連結会計年度 
（2025年２月 28日） 

資産の部   
流動資産   

現金及び預金 32,069 14,528 
受取手形、売掛金及び契約資産 3,915 10,553 
電子記録債権 － 2,085 
商品 － 3,120 
販売用不動産 － 552 
仕掛販売用不動産 － 454 
その他 1,486 4,003 
貸倒引当金 △35 △23 

流動資産合計 37,436 35,274 

 

 

以上 

 


